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△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽

議
案
名

付　
託

委
員
会

議
決
結
果

議
案
第
69
号
常
陸
太
田
市
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
設
置
、
管
理

及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

総　
　
務

原
案
可
決

議
案
第
70
号
常
陸
太
田
市
肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
71
号 

常
陸
太
田
市
金
砂
郷
地
区
学
校
建
設
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
72
号
常
陸
太
田
市
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
の
設
置
、
管

理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
73
号
常
陸
太
田
市
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
対
策
基
金
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
74
号
常
陸
太
田
市
里
美
風
力
発
電
設
備
解
体
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

総　
　
務

原
案
可
決

議
案
第
76
号
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
77
号 

常
陸
太
田
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
78
号
常
陸
太
田
市
子
育
て
支
援
施
設
及
び
山
吹
運
動
公
園

親
水
広
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
79
号
常
陸
太
田
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
80
号
常
陸
太
田
市
総
合
福
祉
会
館
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
81
号
常
陸
太
田
市
営
里
美
斎
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
82
号
常
陸
太
田
市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

第
７
回
定
例
会

提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

　

第
７
回
定
例
会
（
11
月
30
日
～
12
月
15
日
） 

は
、
条
例
の
一
部
改
正
６
件
、
条
例
の
廃
止
３
件
、

基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
制

定
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
７
件
、
市
道
路
線
の

廃
止
・
変
更
・
認
定
そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
令
和
２
年
度

補
正
予
算
６
件
、
合
わ
せ
ま
し
て
26
件
で
あ
り
ま

す
。 

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
市

議
会
や
社
会
教
育
施
設
な
ど
公
共
施
設
に
お
け
る
感

染
防
止
対
策
の
強
化
、
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
の

公
共
施
設
等
へ
の
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
設
置
、
路
線
バ
ス

や
医
療
機
関
及
び
指
定
管
理
者
等
へ
の
運
営
支
援
、

企
業
、
個
人
事
業
主
の
移
住
等
を
支
援
す
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
受
入
推
進
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
実
現
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
派
遣
や
図
書
館

の
貸
出
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
等
に
つ
い
て
計

上
を
し
ま
し
た
。 

　

な
お
、
会
期
中
に
人
事
案
件
５
件
を
追
加
提
案
す

る
予
定
で
す
。

第
７
回
定
例
会　
議
案
賛
否
一
覧

大久保　太一　市長

議案賛否一覧
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議
案
第
83
号
常
陸
太
田
市
西
金
砂
そ
ば
の
郷
、
西
金
砂
湯
け
む
り

の
郷
及
び
物
産
セ
ン
タ
ー
こ
め
工
房
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
84
号
常
陸
太
田
市
農
畜
産
物
等
加
工
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
85
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
86
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
87
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
88
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
に
つ
い
て

総　
　
務

原
案
可
決

議
案
第
89
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
90
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
91
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
92
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
93
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
94
号
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議
案
第
95
号
常
陸
太
田
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
96
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
97
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
98
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

議
案
第
99
号
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て 

本
会
議

原
案
同
意

　
　
　
議
員
派
遣
に
つ
い
て

本
会
議

原
案
可
決

議案賛否一覧

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽議

案
名

付
　
託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
茅根　　猛
成井小太郎
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
諏訪　一則
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政

議
決
結
果

議
案
第
68
号
常
陸
太
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員

で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
会
議
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

議
案
第
75
号 

常
陸
太
田
市
印
鑑
条
例
及
び
常
陸
太
田
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

文
教
民
生
原
案
可
決
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
原
案
可
決

【
○
：
賛
成
　
×
：
反
対
　
欠
：
欠
席
】

　
※
議
長
の
表
決
権：過
半
数
議
決
の
場
合
、議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、賛
成・反
対
が
同
数
の
場
合
、可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわからない疑問点を問うことです。
議 案 質 疑
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議　案　質　疑

議案第75号　常陸太田市印鑑条例及び常陸太田市手数料条例の一部改正について 
（令和３年２月１日から、マイナンバーカードを利用した証明書コンビニ交付サービスを開始する
ことに伴い、関係条例の一部改正を行うもの）

議案第88号　令和２年度常陸太田市一般会計補正予算（第５号） について
（一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億５，４５４万１千円追加し、総額３２６億
５，９１９万５千円とするもの）

証明書の取得ができる多機能端末機を設置しているコンビニエンスストア等が市内に何箇所あ
るのか。また、セキュリティ対策についてどのように検討されたのか伺いたい。
　
市内で多機能端末機を設置しているコンビニエンスストア等は、現在
１９店舗に設置されており、コンビニ交付における個人情報漏えいに
対するセキュリティ対策については、システム内の通信ネットワーク
専用回線の利用や通信内容の暗号化、証明書の偽造・改ざん防止対策
や利用の際のマイナンバーカード及び証明書の取り忘れ防止対策など
多方面からセキュリティ対策がとられていることから、安全に使用で
きるものと認識している。
　

コンビニエンスストアでの証明書交付におけるランニングコストについて伺いたい。

コンビニ交付に係るランニングコストは、年間コンビニ交付運営負担金２７２万８千円、コ
ンビニ交付証明書システム管理委託料２３７万円、コンビニエンス事業者等への委託手数料
として証明書１件当たり１１７円となっている。

電気自動車用充電器設置工事１億78万9千円について、水府支
所や竜神大吊橋など合計６カ所設置予定しているが充電器の仕
様について伺いたい 。
　
電気自動車用充電器の仕様は、すべて同一の仕様を予定している。
電気自動車が３０分間で８０％充電できる最大出力５０キロワッ
トの急速型充電設備を置き、現在、道の駅ひたちおおたに設置し
ている電気自動車用充電器と同性能のものとなる。
　

ワーケーション推進事業委託料２２０万円について、お試しワーケーションツアーをかなさ笑
楽校で実施予定になっているが、どのように進めていくのか伺いたい。
　
事業に関係する市職員をはじめ、かなさ笑楽校の指定管理者、移住定住分野を担当する地域お
こし協力隊やそのＯＢなどを対象に、外部専門家を講師として、ワーケーションの知識やノウ
ハウの研修会を開催し、その後、かなさ笑楽校において、企業や個人への参加募集を行い、お
試しワーケーションツアーを実施する予定である。
※ワーケーションとは「ワーク」と「バケーション」から作られた造語で働きながら休暇をとることです。

問1

問2

問1

問2

答1

答2

答1

答2

道の駅ひたちおおたＥＶスタンド
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請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
・
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
と
し

て
、
請
願
や
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
市
政
に
対
す
る
要
望
・
意
見
を
直
接
議
会

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
提
出
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
提
出
の
仕
方
】

１
．
様
式

　
請
願
書（
陳
情
書
）は
、左
記
の
様
式
を
参
考
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
紹
介
議
員
（
陳
情
の
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
名
以
上
の
市
議
会
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
し
ま

す
の
で
、
紹
介
議
員
の
署
名
ま
た
は
記
名
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
提
出
先

　
請
願
書
は
、
請
願
者
本
人
ま
た
は
そ
の
内
容
に
詳
し
い
代
理
の
方
が

市
議
会
（
議
会
事
務
局
）
へ
提
出
（
一
部
）
し
て
く
だ
さ
い
。

【
書
式
例
】

表紙

○○○に関する請願

紹介議員 氏名　

　　　（署名又は記名押印）

内容

　○○○に関する請願

　１．請願の趣旨

　２．請願の理由

令和　年　月　日

　請願者（代表）

　住所　　　　　　印（外○○名）

ＩＣＴ支援員派遣業務委託料１６９万４千円の内容と教職員支援のためのＩＣＴ支援員の業務
内容について伺いたい。
　
ＩＣＴ支援員派遣業務委託料については、ＩＣＴ関連の企業などで専門に携わってきたＩＣＴ
支援員４名を計画しており、市内小中学校１９校を各学校の学級数に応じて週当たり１～２回
訪問し、市内小中学校の全学級に週１時間程度の支援を行えるようにする。
また、教職員支援のためのＩＣＴ支援員の業務内容については、主
に２点を想定している。
１点目は、授業において教師のＩＣＴ機器の準備や操作、児童生徒
の機器操作の支援などを。２点目は、教師のＩＣＴ機器の操作技能
や小学校プログラミング教育等に係る教師の資質・能力の向上のた
めの校内研修の支援などである。
市教育委員会としても教職員の情報活用能力の向上及び児童生徒に
対する支援の充実を図り、ＩＣＴ支援員の有効な活用に努めてまい
りたい。
　

図書宅配サービスについて配達方法や申込み方法及び貸出し内容について伺いたい。

宅配サービスの配達方法は、週に２回図書館職員が配達し、宅配サー
ビスの利用申込みや図書の貸出し申込みについては、電話・ファック
ス・インターネットなどとし、要望があれば図書館職員がご自宅にお
伺いするなど柔軟に対応していくことで考えている。
また、１回の貸出し冊数及び貸出し期間は、通常の貸出しと同様に、
１人１０冊まで、１５日間とする考えである。

問3

問4

答3

答4

議　案　質　疑
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通告順 議 員 名 質　問　事　項

1 森山　一政 １．災害対策について

2 藤田　謙二 

１．地方創生臨時交付金について
２．コロナ禍における産業の振興について
３．雇用の促進について
４．マイナンバーカードについて

3 小室　信隆 
１.  市営霊園における永代供養墓の設置について
２．コロナ禍における道の駅ひたちおおたの状況と集客策について

4 平山　晶邦 
１．本市の財政特に財政調整基金について
２．コロナ禍における高速バスを含めた路線バスの状況と対策について

5 諏訪　一則 
１．肺炎球菌ワクチン接種について
２．電子黒板設置について

6 菊池　勝美 
１．高齢者生産活動センターの運営について
２．広報紙等の配布方法について

7 菊池　伸也 １. 新たなまちづくりと地域コミュニティについて

8 深谷　　渉 

１．脱炭素社会の構築について
２．公共施設等の無線LANの整備について
３．読書推進の対策について
４．公共施設等のトイレの洋式化について

9 宇野　隆子 

１．東海第二原発問題について
２．新型コロナウイルス感染症対策について
３．国民健康保険税について
４．ＪＴ跡地（太田城跡）の利活用事業について

市議会から一般質問中止についてのお詫び

　１２月３日・４日に予定しておりました１２月定例会一般質問については、市議会議員２名の発熱

が確認されましたことから、議会運営委員会を開催し、感染拡大防止を図る観点から急遽中止と

し、２日間を休会といたしました。

　議員２名につきましては、新型コロナウイルス感染症の疫学調査（ＰＣＲ検査）の結果、陰性が確

認されましたが、市民の皆様はじめ関係者の皆様方に多大なるご心配をおかけいたしましたこと心

よりお詫び申し上げます。

　今後は、３密の防止や議員一人ひとりに、改めて日頃からの感染予防を徹底するよう注意喚起

してまいりますので、今後とも議会活動へのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　常陸太田市議会議長　川又　照雄　

予定していた質問内容
１２月３日・４日に予定しておりました１２月定例会一般質問事項は、以下のとおりです。

一　般　質　問
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▼
主
な
質
疑
応
答

　
議
案
第
69
号　
常
陸
太
田
市
ま
ち
づ
く
り
振

興
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

（
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
財
産
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
）

　　
　
「
都
市
整
備
事
業
基
金
」
及
び
「
土
地

開
発
基
金
」
を
廃
止
し
、
ま
ち
づ
く
り
振
興

基
金
へ
の
統
合
に
よ
る
当
該
基
金
の
残
高
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の
統
合
後
の
残

高
に
つ
い
て
は
、
32
億
３
８
６
５
万
１
千
円

で
あ
る
。 

　
議
案
第
74
号　
常
陸
太
田
市
里
美
風
力
発
電

設
備
解
体
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
里
美
風
力
発
電
設
備
の
解
体
に
必
要
な
資

金
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る

た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
）

　　
　
固
定
価
格
買
取
制
度
終
了
後
の
里
美
風

力
発
電
の
売
電
単
価
と
設
置
し
て
か
ら
現
在

ま
で
の
売
電
総
額
ま
た
、
里
美
風
力
発
電
施

設
建
設
時
の
工
事
費
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

現
在
の
里
美
風
力
発
電
の
売
電
単
価
は

24
・
2
円
で
あ
る
が
固
定
価
格
買
取
制
度
終

了
後
は
８
・
5
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
14

年
度
か
ら
売
電
が
始
ま
り
、
令
和
元
年
度
ま

で
の
売
電
総
額
は
２
億
５
８
７
０
万
６
６
６

１
円
で
あ
り
、
建
設
費
に
つ
い
て
は
２
億
２

千
万
円
で
、
そ
の
う
ち
２
分
の
１
を
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
の
補
助

金
で
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
議
案
第
88
号　
令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
） 

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
４
５
４
万
１
千
円
追

加
し
、
総
額
３
２
６
億
５
９
１
９
万
５
千
円

と
す
る
も
の
）

　　
　

肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金
繰
入
金

１
７
０
０
万
４
千
円
の
経
過
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　
　

合
併
当
初
の
基
金
残
高
は
約
４
４
０

０
万
円
で
あ
っ
た
が
、
事
業
を
行
う
中
で
、

牛
の
価
格
の
低
迷
や
繁
殖
能
力
の
劣
っ
た

牛
の
廃
用
な
ど
に
よ
り
合
併
後
10
年
間
で

の
損
益
が
約
３
０
０
万
円
あ
り
、
ま
た
、

平
成
18
年
度
に
国
に
お
い
て
本
事
業
を
廃

止
し
た
こ
と
に
伴
い
平
成
18
年
度
か
ら
23

年
度
ま
で
に
約
２
４
０
０
万
円
の
補
助
金

を
返
還
し
た
。
合
わ
せ
て
約
２
７
０
０
万

円
の
減
少
と
な
り
、
今
回
繰
入
を
行
う
基

金
残
高
は
１
７
０
０
万
４
千
円
と
な
っ
た
。

常任委員会審査

総務委員会

写真：１１月１７日、総務委員会所管事務調査
として、南消防署においてコロナ禍における傷
病者等の緊急搬送の対応状況を視察

◆委員会開催状況　
　12月8日総務委員会を開催し、条例の一部改正
１件、条例の制定１件、補正予算１件、合計３件
の審査を行い、付託された３議案を全会一致によ
り原案可決すべきものと決定した。

【委員会構成】
委 員 長　菊池　伸也　　副委員長　深谷　　渉
委　　員　後藤　　守　　委　　員　茅根　　猛
委　　員　高星　勝幸　　委　　員　平山　晶邦

問答

里美風力発電施設
（里川町）

問答

問答
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▼
主
な
質
疑
応
答

　
議
案
第
78
号　
常
陸
太
田
市
子
育
て
支
援
施

設
及
び
山
吹
運
動
公
園
親
水
広
場
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
子
育
て
支
援
施
設
及
び
山
吹

運
動
公
園
親
水
広
場
の
指
定
管
理
者
を
特
定

非
営
利
法
人 

結
に
指
定
す
る
も
の
）

　　
　
特
定
非
営
利
法
人 

結
を
選
定
す
る
う

え
で
特
に
評
価
し
た
点
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　
　

本
市
の
施
設
設
置
の
意
図
に
沿
っ
た
運

営
内
容
を
評
価
し
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
議
案
第
79
号　
常
陸
太
田
市
高
齢
者
生
産
活

動
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て 

（
常
陸
太
田
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
を
常
陸
太
田
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
指
定
す
る
も
の
）

　　
　
建
設
か
ら
40
年
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

維
持
管
理
の
現
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

維
持
管
理
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
同
様

対
応
し
て
い
く
が
、
40
年
を
経
過
し
た
施
設

で
あ
る
の
で
移
転
も
含
め
た
対
応
を
検
討
し

て
い
る
。

　
議
案
第
89
号　

令
和
２
年
度
常
陸
太
田
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
４

号)

に
つ
い
て 

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
８
０

万
５
千
円
を
減
額
し
、
総
額
５
４
億
８
５
０

７
万
円
と
す
る
も
の
）

　　
　
８
月
以
降
、
地
域
単
位
の
集
団
健
診
が

中
止
と
な
り
、
現
在
個
人
健
診
が
医
療
機
関

で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
特
定

健
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

　
　

10
月
末
時
点
の
受
診
率
が
18
・
２
％
で
、

受
診
人
数
に
つ
い
て
は
集
団
健
診
が
４
９
３

人
、
医
療
機
関
健
診
が
２
９
６
人
で
あ
る
。 

文教民生委員会

常任委員会審査

写真：１０月２１日、文教民生委員会所管事務
調査として、ＪＴ跡地内太田城跡埋蔵文化財発
掘調査の状況を視察

◆委員会開催状況　
　12月9日文教民生委員会を開催し、条例の廃止
２件、条例の一部改正２件、指定管理者の指定４
件、補正予算３件、合計１１件の審査を行い、
１０議案を全会一致により原案可決すべきものと
決定、１議案を賛成多数により原案可決すべきも
のと決定した。

【委員会構成】
委 員 長　髙木　　将　　副委員長　諏訪　一則
委　　員　宇野　隆子　　委　　員　川又　照雄
委　　員　深谷　秀峰　　委　　員　小室　信隆

子育て支援施設
じょうづるはうす

（新宿町）

高齢者生産活動センター
（大中町）

問答問

答問答
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▼
主
な
質
疑
応
答

　
議
案
第
73
号 

常
陸
太
田
市
ふ
る
さ
と
水
と

土
保
全
対
策
基
金
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
基
金
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
）

　　
　

今
回
の
条
例
改
正
は
基
金
を
取
り
崩

し
、
事
業
の
財
源
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
活
用
計
画
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　
　

利
活
用
事
業
と
し
て
、
農
道
や
水
路
、

市
内
に
６
カ
所
あ
る
親
水
公
園
等
の
維
持
管

理
事
業
の
ほ
か
、
県
単
土
地
改
良
事
業
で
行

う
排
水
路
等
の
維
持
補
修
工
事
の
市
負
担
金

等
に
活
用
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
議
案
第
77
号 

常
陸
太
田
市
里
美
カ
ン
ト

リ
ー
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
施
設
の
新
設
及
び
そ
の
一
部
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も

の
）

　　
　
今
回
新
た
に
設
置
さ
れ
る
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
利
用
料
金
の
設
定
根
拠
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　

県
内
10
カ
所
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

調
査
し
、
敷
地
内
の
施
設
等
が
類
似
す
る
桜

川
市
な
ど
の
３
施
設
及
び
本
市
の
水
府
竜
の

里
公
園
の
利
用
料
金
を
勘
案
し
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
議
案
第
85
号 

常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止

に
つ
い
て

（
県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
の
移
管
に
伴
い

現
況
市
道
の
整
理
を
行
う
た
め
、
市
道
路
線

を
廃
止
す
る
も
の
）

　　
　
町
屋
町
地
内
の
通
行
止
め
区
間
の
工
事

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

現
在
災
害
復
旧
工
事
と
し
て
、
法
枠
工

を
施
工
中
で
あ
り
、
３
月
に
は
完
成
す
る
予

定
で
進
め
て
い
る
。

産業建設委員会

常任委員会審査

写真：１１月１３日、産業建設委員会所管事務
調査として、折橋町地内の国道４６１号（仮称）
北沢トンネル整備工事の進捗状況等を視察

◆委員会開催状況　
　12月10日産業建設委員会を開催し、条例の廃
止１件、条例の一部改正２件、指定管理者の指定
３件、市道路線の廃止、変更、認定各１件、補正
予算２件、合計１１件の審査を行い、付託された
１１議案を全会一致により原案可決すべきものと
決定した。

【委員会構成】
委 員 長　益子　慎哉　　副委員長　菊池　勝美
委　　員　黒沢　義久　　委　　員　成井小太郎
委　　員　藤田　謙二　　委　　員　森山　一政

里美オートキャンプ場
（里川町）

市道 0126 号線グリ
ーンふるさとライン

（町屋町）

問答問

答問答
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議
会
だ
よ
り
第
１
６
３
号
で
は
第

７
回
定
例
会
の
主
な
内
容
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
、
当
市
議
会
と

し
て
初
め
て
２
日
間
に
わ
た
る
一
般

質
問
を
中
止
し
休
会
と
す
る
不
測
の

事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
予
定
し
て
い
た
９
名
の
議
員
の

質
問
内
容
に
つ
い
て
は
項
目
の
み
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
戦
い
の
中
、
令
和
３

年
が
ス
タ
ー
ト
し
、
夏
に
は
延
期
さ

れ
て
い
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
予
定
通
り
実
施
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
よ
り
終
息
へ
と
向
か
っ
て

い
く
こ
と
を
大
い
に
期
待
す
る
と
と

も
に
、
個
々
人
が
感
染
予
防
に
努

め
、
日
々
生
活
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
一
同
、
今
年

も
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、

読
み
や
す
い
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
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月　日 会　議 事　項 月　日 会　議 事　項
３月２日（火） 本会議 開会・議案説明 10日（水） 常任委員会 文教民生委員会
　　4日（木） 本会議 一般質問 11日（木） 常任委員会 産業建設委員会
　　5日（金） 本会議 一般質問 15日（月） 特別委員会 予算特別委員会
　　8日（月） 本会議 議案質疑 16日（火） 特別委員会 予算特別委員会
　　9日（火） 常任委員会 総務委員会 19日（金） 本会議 委員長報告・採決・閉会

3 月定例会開催のお知らせ
◇場所・時間　市役所４階議場　午前10時～

※都合により変更になる場合があります。

議 会 日 誌
10月7日 県北市議会議長会定例会
　　8日 広報委員会
　 15日 議会改革推進会議・議員研修会
　 16日  茨城県市議会議長会定例会

　 21日 
議会運営委員会・全員協議会・総務委員会所管事務
調査・文教民生委員会所管事務調査・産業建設委員
会所管事務調査

11月2日 広報委員会
 　13日 産業建設委員会所管事務調査
 　16日 茨城県市議会議長会第１回議員研修会
 　17日 総務委員会所管事務調査

　 20日 議会運営委員会・全員協議会・議会改革推進会議 ・
広報委員会・文教民生委員会所管事務調査

 　30日 本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会
12月3日 議会運営委員会
　　4日 議会運営委員会

　　7日 本会議（議案質疑）・総務委員会協議会・文教民生
委員会協議会・産業建設委員会協議会

　　8日 総務委員会・総務委員会協議会
　　9日 文教民生委員会
　 10日 産業建設委員会・議会運営委員会・全員協議会
　 15日 本会議（委員長報告・採決・閉会）・広報委員会

　傍聴される際は、新型コロナウイルス感染
予防のため、マスク着用や手指消毒等のご協
力をお願いいたします。なお、本会議はイン
ターネット中継（生中継・録画中継）を配信
していますので、ご視聴ください。

議会傍聴に係るお願い

議会運営委員会
　１０月２１日・１１月２０日に、第７回定
例会の会期について審議をした。
　また、１２月３日に議員２名の発熱が確認
されたため一般質問の取扱いについて協議を
行い、翌日４日には今後の市議会運営につい
て３密を防止し十分な審議が行われるよう、
感染予防対応マニュアルを策定するなど感染
予防対策について協議を行った。

委 員 長　深谷　　渉　　副委員長　深谷　秀峰
委　　員　髙木　　将　　委　　員　後藤　　守
　 〃 　　成井小太郎　　　 〃 　　菊池　伸也
　 〃 　　益子　慎哉
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